
























































































































































③埼玉県内のd 建設に伴うランの保全について (三橋)

→カラー 1ページ、および1色2ページ参照

④実生増殖部門報告 (倉田) →カラー6ページ参照

⑤ラン関係団体情報連絡会 (三橋)

洋ラン関係団体以外の参加はラン ・ネットワークだけになった。

野生ラン関係の話題は出ない。

2:保全活動に伴う、交通貨・食事補助について(戸田案)

での活動 昼食費 1000円/人

-収入を伴う事業活動 日帰り 交通費実費+昼食費 1000円/人

11 宿泊を伴う 交通費実費+宿泊費実費

( 1泊2食のみ)+昼食費 1000円/人

* 上記の内容で承認

3:コゴメキノヱラン生体値渡について (三橋)

環境省(新宿御苑)との間で、推進を前提に話し合っている。担

当者が熱心なので実現の可能性があると思う。

4:平成22年度の会計報告 (戸田) (資料添付、 70ページ参照)

5:第15回総会の場所と日時

総会の時点では未定(その後 2012年8月 25日に八丈島(民宿自

由が丘)で開催することに決定)。
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ラン・ネットワーク平成22年度会計報告書

(自平成22年4月1日~歪平成23年3月31日)
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ρ活動報告・活動計画
大賞一夫平成23年度 ラン・ネットワーク総会(第 14回)

2011/7/16 

1)定期現地作業と自生ランの現況

例年通りに冬・春の現地作業を、 2011年1月23日、 2011年4月

29日にそれそeれ行なった。なお、夏の現地作業は、明日、 7月1

7日に行う。

主な内容は、キンランには人工受粉と防虫袋掛け及び出現茎葉数

調査(未開花茎を含む)、マヤラン、サガミランには防虫用ネットの

設置および地上出現花茎数調査、そしてキンラン、マヤラン、サガ

ミランの採種・播種及び自生地での播種等である。

マヤラン・サガミランに関しては、本年の調査がこれからである。

冬期の播種に関しては、ここ 1.......2年は防虫ネットの中の完熟果実

を放置し、風散布に任せている。

キンランは、今年春の調査では未開花茎を含め 198本が確認さ

れた。昨年は 147本であり、一昨年は 107本であった。昨年に

引き続き増加傾向が明らかである。圏内の調査区域外でも昨年同様

に若い株が多数発見されており、例えばポンプ小屋の南側部分で、は、

昨年キンランが30本、今年は46本が数えられ、圏内全体では3

00本以上が出現していると考えられる。キンランの播種を、マヤ

ラン、キンランの新しい出現が見られた j地区で1月23日の現地

作業時に行なった。

昨年来、シュンランの若い株がかなり発見されている。興味深い

事は、シュンランの実生が見られる場所では、キンランの実生の発

生も観察される事である。例えば、 H地区・掴 R南側部分で

ある。

シュンランに関しては、我々が活動を開始した時点では、調査区

域内では、ほとんど全く見られなかった。

ササパギンランが2009年に初めて 1本観察されたが、その株が翌

71 



年 (2010年)の出芽直後に折られてしまった。幸い今年も同じ場所

に健全な状態で1本出現している。

オニノヤガラは、昨年は10本出現したが、今年は見られない。

公園案内所の話に拠れば、 A地区で1本見られたという話である。

し、ずれにしても、一時の勢いは無くなった。

サイハイランはE地区の株が現状不明であるが、新たにF地区で

2芽発見された。

2)エビネ図

昨年も悲惨な状況で、あったが、今年の春はより一層酷い状態であ

った。その原因は、数年来の盗掘に加えて、昨年夏の酷暑と皐魅で

あると考えられる。昨夏は、 8月22日から9月8日に台風8号に

因る降雨があるまで、数度潜水を行なったが、既に f焼け石に水J

の状態で、エビネ株のダメージは相当大きかったと考えられる。今

年も梅雨明けが異常に早く、また6月下旬から酷暑が続いている。

しかし今年は潜水用に30mのホースリールを購入しており、すで

に1回現地で瀧水作業を行なっている。今後も天候に注意をし、必

要に応じて瀧水を行い、エビネの生育には万全を期したい。なお、

虫媒に因って結実した花茎には、例年同様に袋掛けを施している。

[エビネ因調査結果1 03年例年 05年凶年 07年 08年 09年 10年 11年

保数 500 461 460 465 425 347 

芽数 1194 1083 1102 1300 1102 1150 579? 

花茎数 。 2 197 767 803 754 679 386 316 
開花率(%) 。 16.5 70.8 72.9 58.0 60.8 33.6 ワ

1株当たりの芽数 2.6 2.4 2.5 3.1 3.2 

なお、本年分のエビネ圏の芽数であるが、調査日以降に出芽したと

思われる株がかなりあり、夏の定期作業時に再調査を行し、たい。
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3)クマガイソウ画

最後に残された2芽を守るために、昨年3月から株の周囲を完全

にケージで囲うことになった。今年の春は、 2芽の内で大きい方の

株が開花した。昨年と全く同じ状態である。昨年夏の猛暑と早魁で、

秋口には地上部が枯死してしまったのが、現状維持(足踏み)の原

因と恩われる。逆に言えば、通常の生育が可能であれば、作上がり

とその結果として栄養繁殖が十分に期待できる。エビ‘ネ菌のエビネ

同様に、管理に万全を期したい。

4)野草園

春は非常に見栄えがする状態となり、来園者に好評を博している。

公闘案内所の依頼により野草園の花暦を作成したので、資料として

添付する。

6年前にヤマユリの実生小球を 150球植え付けたのが、僅かに

現存し、一部がようやく開花サイズに達し、今日現在、開花中であ

る。一方で、未だに1枚葉の状態の株もある。現在、新たに数10 

0球のヤマユリ実生を育成中である。今回は、茎立ちできるサイズ

まで育成してから現地に植え込む予定である。

5)その他

遊川知久代表等の研究に対する協力として、マヤラン、サガミラ

ン、シュンランの播種試験等のお手伝いをさせて頂いている。現在

播種試験が現地で継続中である。

以上
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「武蔵野の野草園J花暦 (梅林周辺の野草の花暦です)

3月 f4月 15月 16月 I7月 I8月 I9月 110月|

アズマイチゲ • 
h 

カントウタンポポ -・l・・・・・
ミチノクフクジュソウ -・'
カタクリ • 
タチツボスミレ •• 
イカリソウ ••• 
マノレパスミレ • 
ウラシマソウ •• 
ヒトリシズカ I •• 

スミ レ • • 
イチリンソウ • 
ニリンソウ • • 
ジロボウエンゴサク •• 
ヤマブrキソウ •• 
ヒメウズ •• 
チゴユリ • 
エビネ • • 
キンラン •• 
ムサシノ キスゲ ...1 
カザグ‘ノレマ • 
アヤメ • 
ノアザミ • • 
ドクダミ 1.. 
ホタノレプ‘クロ ，... . 
オカトラノオ '.. 
チグケサシ .' 
ヤマユリ ..: 
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5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ノカンゾウ ••• • 
ヤブカンゾウ •• • 
オニユリ • 
アキノタムラソウ • ••• ••• •• 
キツネノカミソリ •• 
ヤマホトトギス ••• •• 
ヤマジノホトトギス • •• 
ユウガギク ••• ••• ••• 
ウパユリ • 
カントウヨメナ ••• ••• ••• 
センニンソウ • •• 
ツノレボ ••• 
シラヤマギク •• ••• 
ツリガネニンジン • ••• 
ノハラアザミ ••• ••• ••• 
ワレモコウ •• •• 
ミゾソパア • •• 
キノキリンソウ •• 
コパギボウシ •• ••• ••• • 
トネアザミ • ••• 
シロヨメナ •• 
イヌショウマ •• •• 
ノコンギク • • 
リンドウ •• • 
リュウノウギク •• •• 」
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ラン・ネットワーク規約

1. 名称:本会はラン ・ネットワークと称する。

2. 目的:日本のラン科植物の自生地における保全をはかる

ことを目的とする。

3. 会員:前項の目的に賛同するものをもって会員とする。

4. 活動:( 1 ) 2項の目的を達成するために必要な活動を行う。

(2 )総会を年1回開く。

( 3)会報を発行する。

5. 役員:顧問、代表、高IJ代表、会計および幹事を置き、会の運

営にあたる。

6. 会計年度:会計年度は4月1日から翌年3月31日までとする。

7. 規約改正:規約の改正は総会において行う。

付員IJ:この規約は 1998年7月19日より発効する。

役員

岩槻邦男(顧問)、遊川知久(代表)、三橋俊治(副代表)、

戸田祐一(会計 ・事務局)、大貫一夫(幹事 ・自生地)、

大西清二(幹事・編集)、倉田英司(幹事 ・無菌培養)
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No. 

ラン・ネットワーク入会申込書

規約に定める目的に賛同し、入会を申し込みます。

西暦 年一一月 日

氏名

住所干

電話番号(fax ) 

所属団体(愛好会、研究会、学会など)

該当するところにO印をつけてください(複数可)。資料とします。

ラン ・ネットワークの目的に賛同するが、具体的な活動は難しし、。

近距離の自生地(日帰り)の調査、保全・修復作業に参加可能。

遠距雌の自生地(宿泊)の調査、保全・修復作業にも参加可能。

無菌培養による遺伝子保存、増殖に協力可能。

緊急諸機(開発などで自生地が破壊される場合希少種を採取して保存

栽培する)のランを受け入れ可能。

*緊急避難を受け入れる場合に栽培が得意なランの名前をあげてくだ

さい。 (00の仲間などおおまかな記載でも結構です)

会費:年会費3，000円 入会金不要

申込書送付先:(事務局)干312-0041 ひたちなか市西大島ト26-23

戸田祐一 tel 029-274-1300 

[この入会申込書はコピーしてお使いくださし、]
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